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　　　　　　　　　 問題と目的
　発達障害 の ある児童生徒は，特別な対応を必要 とする

行動特徴を示す こ とが多 い。よ っ て，発達障害児が通常
の学級に在籍する場合，担任教師は，学級全体の指導を

しながら
一
人ひ とりに応じた対応の仕方につ い て考えて

い く必要があり，その負担は大きい 。近年では，担任教
師の 負担感を軽減する取組みとして，コ ンサル テ

ー
シ ョ

ン形式での 介入研究が注目され て い る 。 また，発達障害
に対する効果的な介入方法として，機能的ア セ ス メ ン ト

を用い た介入が挙げられる （野口
・
野呂，2006）。

　そこ で，本研究で は，多動傾向の ある小学1年生の男児

を対象に，機能的アセ ス メン トに基づい たコ ンサル テー

シ ョ ン形式の介入を行ない ，その効果を検討する。

　　　　　　　　　　　琺
1．対象児

　公立小学校の 通常学級1年に在籍する，生活年齲 歳10
ケ月の男児1名。6歳9ヶ月時に，ADHD の特性が目立つ ウ

ィ ン グアス ペ ル ガーとの診断，5歳6ヶ 月時に受けた田 中

ビネー知能検査で は，IQ＝118で，知的に は正常域。行動
特徴と して は

， 自分がやりたい こ とを優先して しまう，
授業中の離席や 出 し抜けに発 言する こ とが挙げられ る。
2．標的行動

　行動観察を行っ た結果，対象児は， 授 業開始時に な っ

て も遊び続ける こ とが多かっ たため，チャ イム で着席す

る行動を標的行動とした。
3．介入諦画

　行動観祭の結果 か ら，標的行動 につ い てABC 分析を行
っ たffabIe　1）。 以上の結果より，標的行動に関 して 「途

申で や め た くな い 活動に熱中して い る時，チャ イ ム が鳴
っ て も活動を続け，その結果，活動の 継続や周囲か らの

注目を獲得してい る」 とい う仮説を立て た。

　そ こ で ， チ ャ イムで着席する行動を増やすた め，ト
ー

ク ンエ コ ノ ミ
ー法を用い た。また，時間の 月通 しを立 て

させるため，休み時間開姆 寺に時計カー
ドを示 して声か

けを行っ た。

庭で の 強化が 重要で あると考えた。 そ こで，連絡帳を通

じてカ
ー

ドの獲得状況や対象児の行動に つ い て課程 と連

絡を取 り，母親からの賞賛も行っ た 。

5． 測度
1）行動観察，2）行動面の 困難を測定する教師評定尺度 ：

「不注意1 「多動性 ・衝動性」それぞれ9項目の計18項目

　　　　　　　　　　　髞
1 行動変容

　チ ャ イムが鳴っ て から着席する まで の時間は，ベー
ス

ライ ン期で は変動が激しか っ たものの，介入期に入っ て

からは ほ とん ど1分か からず， 安定 して い た （Figure　1）。
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先行事象 行動 結果

遊びに熱中 して い

る時にチャイム が

鳴る

チャ イ ムを無視 し

て遊びを続ける

好きな活動や，教
師，他児童か らの

注 凵を獲得

　　　　　　　Table　1 標的figlhe）AB〔分析

4． 介入の 手続き

　授業開始の チ ャ イムで着席で きた ら，がんばりカ
ー

ド

に○を1個 つ け，4個たまる と虫の カードを獲得で きる シ

ス テ ム に した 。 1日を1セ ッ シ ョ ン とし， 1日に最大4個の

○を獲得で きる。4個たまる と，特別支援学級の担任か ら

虫 の カードを与えた 。 これは，対象児が学習用具の紛失
が多い こ とや，学校に不要なものを持っ てくる こ とが頻
繁 に あ っ たため，教師の 目が行き 届 き，他児に 見せ る こ

との で きな い特別支援学級内で の や り取 りがよい と判断
されたため で あ る。さらに，01個ご とに

， 筆者と学級担
任か ら賞賛を与えた 。 また，標的行動獲得の ためには家

T　　 3　　 5 　　　7　　 9　　 1τ 　　T3 　　15 　　17 　　下9 　　21 　　23

　 　 　 　 　 　 　 　 セ ツシ ヨン

　　　 Figure　1 チ ャイムで着席するまでの 時間の推移
2．教師か ら見た行動変容

　 「面 と向か っ て話 しかけられ て い る の に，聞い て い な
い ように 見え る」と「他の 人が して い る こ とを遮 っ た り，
邪魔した りする」 の 項 目で 改善がみ られ た 。

　　　　　　　　　　　顎

　本研究で は，多動傾向の ある小学1年生 の 男児を対象に，
機能的アセ スメン トに基DV ・た コ ンサル テ

ーシ ョ ン 形式
の介入を行ない ，その 効果を検討した。その 結果，ほと

んどチ ャ イム と同時に着席で きるようにな っ た。よ っ て，
機能的アセス メ ン トに基づ い た効果的な介入が行なえ た

とい える 。
コ ンサル テ

ーシ ョ ン 形式で の介入と して は，
着席行動に対する担任の賞賛を重視 した点や，特別支援
学級で の即時の バ ッ クアッ プ強化子の提示も効果を高め
る要因 に なっ たと考えられる。こ の ように，様々 な人が
役割を分担する こ とに より，損任の負担を確実に減らし
つ つ も，効果を得る こ とがで きて い る 。

　さらに，教師から見た対象児 の 行動の様子の得点の 変
化や，認知面へ の 般化はみられなか っ たが，ト

ー
ク ン に

よ る強化の ない 掃除開始 の チ ャ イム も守れ る ように な っ

た との 報告があり， 行動 の般化がみ られ て い る。また，
クラス全体でも時計カ

ー
ドに従っ て チ ャ イ ム で着席する

5F瞳 が 増 えて い た。こ の ように，クラ ス全体で取組む こ

とができれば，対象児に だけ特別に対応する機会も減 り，
教師 の 負担が軽減され るの で は ない だろうか。
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